
MAINTENANCE GUIDE

種子処理機ゲペット

ブレード取り外し・清掃方法

安全に作業するため、作業前に本資料の手順と注意事項を確認してください。

1 試験協力：株式会社サングリン太陽園
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準備するもの

レンチ（19 mm）

作業前の注意

電源プラグが抜けていることを確認

薬剤の残留がないことを確認

平らな場所で作業を行う

安全確認

電源プラグを抜いて数分間置き、自然放電してから
作業してください。

十字レンチ（19 mm部分を使用）

ゲペットのブレード部(攪拌部)の取り外しと清掃方法
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ガイドコーンを取り外す ナットで固定されている

ナットの下にワッシャーがあります。紛失しないよう注意してください。
インパクトドライバーは使用しないでください。ナット破損の原因になります。

十字レンチ(19mm)で取り外し
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1. 十字レンチ（19 mm）を使い、ブレード中央のナットを反時計回りに回して外す

2. ナットの下にあるワッシャーを取り外す（紛失に注意）

3. ブレードを上方向に引き抜く

ブレードの軸が歪まないように慎重に引き抜いてください。

慎重にブレードを上方向に引き抜く 軸だけの状態
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取り外したブレードを清掃 ブレードの裏側まで清掃可能 ブレード清掃完了



本体は防水ではありません。
水で丸洗いすると、電気系統やモーターの故障につながる可能性があります。

本体底面（清掃前） 本体底面（清掃後）
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本体の軸底面部の形状 ブレード底面部の形状

慎重に取り付ける

再組み立て時は、軸を歪めない
ようブレードをまっすぐ取り付けて
ください。
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1. 軸の形状に合わせてブレードをはめ込む

2. ワッシャーを取り付ける

3. 十字レンチでナットを取り付け

4. 黒いガイドコーンを取り付けて完了

軸の形状に合わせてブレードをはめ込む構造になっています。軸とブレードの形状を確認してから取り付けて下さい。
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